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　協同総研の専務理事を拝命して、まも
なく１年が経過しようとしている。この
１年は「協同労働の協同組合」法制化に
向けて大きな前進があった年として、後
に記憶されることになるのではないか。
是非そうなって欲しい。
　さて、法制化の実現によって、ともに
生きる地域づくりに向けて、「協同労働」
を全面的に活かすことが可能となる。協
同労働の担い手は、既存のワーカーズ
コープ組合員から地域住民へと広がって
いくだろう。市民自身が次々と立ち上が
り、綻びかけている地域社会の再生を担
う仕事をおこしていく姿を思い浮かべる
だけでワクワクする。
　しかし、現実の社会はそんな甘い考え
を吹き飛ばしてしまうほど深刻だ。４割
近くが非正規雇用労働者となった現在、
どんなに働いても人間らしい生活を得る
ことができない人たちがたくさんいる。
制度の狭間にあって、十分な社会保障を
受けられず、貧困状態にある人たちがい
る。将来に対して希望が持てず、悩み苦
しんでいる人たちの声に耳を傾けなけれ
ばならない。
　一方、日本社会はこれから超高齢・人
口減少社会を迎える。日本創生会議が指
摘する消滅可能性都市（行政機能の継続
が困難と予想される自治体）は全国の半
数にのぼり、明るい未来はなかなか見え
てこない。

　そこで、「協同労働の協同組合」は何
のために必要なのか、あらためて考えて
みたい。法制化を通して、私たちは何を
実現しようとしているのだろうか。
　法制度設計にあたって私たちは、協同
労働を「人たるに値する生活と調和した
労働条件を働く者が協同で決定する働き
方」と規定した。そのような働き方のも
と、地域社会に必要とされる仕事をおこ
して働き、そうした事業の継続を通じて
地域社会の発展に貢献することが目的で
ある。
　６月30日、一般社団法人協同総合研究
所の第６回総会が開催される。現在、そ
こで提案される議案を作成しているとこ
ろだが、是非みなさんと討議したいのが、

「協同労働」「協同組合」が、はたして社
会の貧困や、地域の抱える困難に対して
有効な処方箋となり得るのかどうかとい
うことである。
　もちろん、法制化が実現すれば、ただ
ちに市民が立ち上がり、社会変革がはじ
まるということではない。「協同労働の
協同組合」をどのように地域づくりに活
かしていくのか、より実践的な研究も含
めて、協同総研の研究テーマの中心はそ
こにあるのではないだろうか。
　みなさんと総会でお会いすることを楽
しみにしております。

研究所だより 利根川　德
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研究所活動日誌・今後の予定

研究所活動日誌（2018.4.16〜5.15）

16−17日（月‐火）

20−21日（金‐土）

21日（土）

23日（月）

24−25日（火‐水）
27日（金）

2018年度春季協同総研事務局合宿
（山梨　石和温泉）
センター事業団全国所長会議、サ
ポステ就職氷河期モデル事業会議
大阪労働学校　ワーカーズコープ
論出講（島村）
佐々木聡さんと懇談、賀川豊彦シ
ンポジウム実行委員会に参加、首
都圏若者サポートネットワーク基
金造成WG
センター事業団理事会
日本協同組合学会常任理事会

４月

1日（火）

2日（水）
7日（月）

8日（火）
9日（水）
11日（金）

12日（土）

14日（月）

「ワーカーズコープ立ち上げ・運営ハ
ンドブック」（仮称）第３回準備会、埼
玉西部農福連携事業カレイドスコープ
システム移行プロジェクト第１回打合せ
協同労働と中間的就労研究会、
JYCフォーラム理事会
労協連合同５役会議、本部シンポシオン
期末会計監査
協同組合関連研究所（７研究所）座
談会、日本協同組合学会理事会（日
本労協連）
第37回日本協同組合学会春季大
会（日本労協連）
協同総研事務局会議

今後の活動予定（2018.5.16〜6.30）

15日（火）
16日（水）
17日（木）

18日（金）
19日（土）

20日（日）
21日（日）

23日（水）
24日（木）
25日（金）
26日（土）

伊丹謙太郎さん（千葉大学）と懇談
東京中央よい仕事ステーション会議
社会的企業研究会運営委員会、研
究会（津富宏氏報告）、首都圏若者
サポートネットワーク基金造成WG
日本協同組合学会編集委員会
2017年度第５回協同総研理事会、
第４回研究会
那覇協同集会
高畑明尚会員（琉球大学）、玉城直美
さん（沖縄キリスト教学院大学）と懇談
神崎邦友さん（トロント大学）と懇談
名人・達人サミット実行委員会（山梨県西桂町）
IYC協同組合学習交流会
社会的企業研究会　編集委員会

28−29日（月−火）
29日（火）
30日（水）

31日（木）

1日（金）

6日（水）

14日（木）
21日（木）

22−24日（金−日）
30日（土）

ジョブトレの受入
センター事業団理事会
労協連理事会、2017年度第４回

「協同の發見誌」編集委員会
ジョブトレの受入

「ワーカーズコープ立ち上げ・運
営ハンドブック」（仮称）第４回準備
会、協同労働と中間的就労研究会
法政大学「協同組合論」出講（相
良）、労協連合同常勤五役会議
第４回本部シンポシオン
労協連・センター事業団合同理事会
労協連総会、センター事業団総代会
協同総研総会・総会記念フォーラム

５月

５月

６月
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第 6回一般社団法人 協同総合研究所 通常総会  

開催要綱 
 

一般社団法人 協同総合研究所 
理事長 島村 博 

拝啓 
平素は格別のご高配を賜り、心より厚く御礼申し上げます。 
さて、このたび第６回一般社団法人協同総合研究所の通常総会を下記の通り開催いたし

ますので、ご出席くださいますようご案内申しあげます。 
総会では、研究所のテーマである『協同労働の研究・調査・政策提言・開発・学びの場』

の未来を語り、深める場にしたいと思います。宜しくお願い致します。 
敬具 

 
 
記 

【開催概要】 

日 時 １ 年 月 日（土） ～

場 所 日本労協連 階会議室（※協同総研事務所の上の階です）

（東京都豊島区東池袋 － － 池袋ＩＳＰタマビル８Ｆ）

議案

第 号議案「 年度活動報告 承認の件」

第 号議案「 年度決算報告 承認の件」

第 号議案「 年度監査報告 承認の件」

第 号議案「 年度活動方針、予算案 承認の件」

～ に、 年度第 回理事会を開催します。宜しくお願いいたします。

（昼食はこちらで用意いたします。）



【会場地図】

【参加申込】 
6 月 15 日（金）までにメール等で 
当研究所にご連絡をいただければ

と思います。 

【連絡先】  
一般社団法人 協同総合研究所 
〒170-0013 
東京都豊島区東池袋 1－44－3 
池袋ＩＳＰタマビル７階 
Tel:03-6907-8033 Fax:03-6907-8034 
Mail:kyodoken@jicr.org 担当：荒井 



♪～自立支援センターまめの樹～♪

インテリアなど細部にも気を配り、落ち着いた雰囲気のカフェです♪
こだわりのコーヒー、食事メニュー（美味しい！）をご用意しております。
皆様のお越しをお待ちしています！！

♪地図♪ メニュー まめのきブレンド３００円

ナポリタン５８０円
まめのきサンド３８０円
あんみつ４５０円

ｅｔｃ・・・

ＯＰＥＮ　１１：００～
(営業日、時間はお問い合わせください）
ＴＥＬ：　０３－５９１７－５１５５

またＮＰＯまめの樹では・・・

・会議の議事録に ＮＰＯまめの樹ならでは・・・
・講演会の文章化に 一般の業者さんに比べて格安料金で承っております。
・大事なお話の記録に・・・

１時間の音声につき８０００円です。
１時間に満たない場合でもお引き受けいたします。

インターネットの転送サービスを利用し、全国からご依頼をお引き受けします。
ぜひ、まめの樹にお気軽にお申し付け下さい！
電話またはメールでご連絡ください。お見積もりいたします。
納期は１～２週間です。お急ぎの場合はご相談ください。

障がいを持った仲間達と心を込めて作業させていただきます。
皆様からのご依頼を心よりお待ちしております。

ＮＰＯ法人ワーカーズコープ

自立支援センターまめの樹

TEL　03-3973-8711　FAX　03-5917-5335
担当：佐藤　安田
〒171-0021　東京都豊島区西池袋5-26-16　CHIBAビル5F

テープ起こし承ります！！

ｃａｆｅまめのき
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